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村大河原小学校では４月８日に入学式が

行われ、新１年生７人が元気いっぱいに

新年度のスタートをきりました。
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●
繰
入
金

６
億
５
、
３
９
８
万
４
千
円

特
別
会
計
や
基
金
な
ど
か
ら
繰

り
入
れ
る
お
金
で
す
。

●
村
　
税

５
億
２
、
７
８
６
万
５
千
円

村
民
税
、
固
定
資
産
税
、
た
ば

こ
税
、
軽
自
動
車
税
、
特
別
土
地

保
有
税
な
ど
、
村
の
税
収
で
す
。

●
地
方
交
付
税

15
億
円

全
国
の
市
町
村
の
格
差
を
少
な

く
す
る
た
め
に
国
が
村
に
交
付
す

る
お
金
で
す
。

●
県
支
出
金

６
億
３
、
２
１
０
万
３
千
円

県
か
ら
特
定
の
事
業
に
対
し
て

支
給
さ
れ
る
お
金
で
す
。

●
村
　
債１

億
５
、
０
０
０
万
円

事
業
を
行
う
た
め
に
村
が
国
な

ど
か
ら
借
り
る
お
金
で
す
。

●
地
方
譲
与
税

１
億
４
、
５
７
１
万
円

国
税
と
し
て
徴
収
し
た
も
の

を
、
国
が
市
町
村
に
対
し
譲
与
す

る
お
金
で
す
。

●
国
庫
支
出
金

９
、
８
０
０
万
２
千
円

国
か
ら
特
定
の
事
業
に
対
し
て

支
給
さ
れ
る
お
金
で
す
。

（前年度43億2,800万円）

平成17年度当初予算が３月定例議会で承認されまし

た。一般会計予算は40億1,500万円で、前年比３億

1,300万円（約7.2％）の減となりました。

平成17年度予算の概要と主な内容をお知らせします。

会 計 別 予 算 規 模

一 般 会 計

特 別 会 計

40億1,500万円

26億 806万７千円

9億1,046万７千円

8億 184万円

1億1,972万７千円

3億2,137万２千円

4億5,466万１千円

(43億2,800万円)

(26億2,286万4千円)

( 9億 821万7千円)

( 8億1,330万2千円)

( 1億1,352万2千円)

( 3億4,224万1千円)

( 4億4,558万2千円)

内訳

国民健康保険事業

老人保健事業

簡易水道事業

農業集落排水事業

介 護 保 険

歳

入

歳 出 歳 入

（ ）内は前年度

（ ）内は前年度

一般会計40億1,500万円一般会計40億1,500万円
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12
億
９
、
７
９
８
万
６
千
円

（
▲
11
・
５
％
）

農
林
業
振
興
の
た
め
の
各
種
事

業
経
費
や
農
林
道
整
備
、
土
地
改

良
整
備
事
業
な
ど
に
使
い
ま
す
。

①
旬
菜
館
に
村
内
の
案
内
看
板
を

設
置
し
ま
す
　
　
　
３
０
０
万
円

②
農
道
や
農
地
の
整
備
を
行
い
ま

す
　
　
　
２
、
４
８
１
万
９
千
円

③
堆
肥
舎
建
設
を
補
助
し
ま
す

３
億
９
、
８
７
５
万
円

④
シ
カ
防
護
フ
ェ
ン
ス
を
作
り
ま

す
　
　
　
２
、
８
８
６
万
７
千
円

⑤
農
道
（
橋
）
を
新
規
に
建
設
し

ま
す
　
　
　
１
億
３
５
万
６
千
円

⑥
ほ
場
整
備
を
行
い
ま
す

７
、
８
６
０
万
円

６
億
８
、
８
４
７
万
８
千
円

（
▲
１
・
８
％
）

社
会
福
祉
（
昭
和
の
湯
・
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営
な
ど
）
や

児
童
福
祉
（
保
育
園
の
管
理
・
運

営
な
ど
）、
老
人
福
祉
に
使
い
ま

す
。

①
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
作
り
ま

す
　
　
　
１
、
７
８
１
万
４
千
円

②
大
河
原
小
学
校
に
学
童
保
育
所

を
設
置
し
ま
す

１
、
５
４
０
万
６
千
円

５
億
１
、
１
４
０
万
円

（
▲
５
・
５
％
）

お
も
に
人
件
費
や
事
務
経
費
、

ま
た
、
広
報
し
ょ
う
わ
発
行
、
選

挙
な
ど
に
使
い
ま
す
。

①
防
犯
灯
を
設
置
し
ま
す

21
万
円

４
億
６
、
８
６
４
万
７
千
円

（
▲
２
・
４
％
）

村
債
の
元
金
や
そ
の
利
子
の
返

済
な
ど
で
、
村
が
毎
年
返
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
お
金
で
す
。
家
庭

で
の
ロ
ー
ン
返
済
の
よ
う
な
も
の
。

３
億
５
、
７
５
１
万
２
千
円

（
１
・
４
％
）

学
校
教
育
（
小
中
学
校
の
管
理

費
）
や
社
会
体
育
（
講
演
会
や
各

種
体
育
大
会
な
ど
の
開
催
）
の
た

め
に
使
い
ま
す
。

①
大
河
原
小
体
育
館
の
耐
震
補
強

工
事
を
行
い
ま
す１

、
９
５
０
万
円

３
億
２
、
５
０
５
万
５
千
円

（
▲
１
・
９
％
）

病
気
予
防
の
各
種
検
診
や
母
子

保
健
事
業
、
毎
日
家
庭
か
ら
出
る

ゴ
ミ
処
理
の
た
め
に
使
い
ま
す
。

①
最
終
処
分
場
内
に
ご
み
分
別
施

設
を
作
り
ま
す
　
　
３
７
０
万
円

１
億
５
、
７
１
６
万
５
千
円

（
▲
20
・
５
％
）

消
防
防
災
施
設
整
備
（
消
防
団

の
運
営
な
ど
）
に
使
い
ま
す
。

①
消
火
栓
を
新
た
に
設
置
し
ま
す

３
１
８
万
９
千
円

②
消
防
団
詰
所
を
整
備
し
ま
す

６
４
８
万
円

③
防
火
水
槽
を
新
た
に
設
置
し
ま

す
　
　
　
　
　
　
　
５
８
１
万
円

１
億
１
、
６
４
２
万
５
千
円

（
▲
23
・
９
％
）

村
道
・
橋
梁
の
整
備
や
砂
防
工

事
な
ど
に
使
い
ま
す
。

①
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置
し
ま
す

３
９
０
万
円

②
道
路
な
ど
の
補
修
・
整
備
を
行

い
ま
す
　
　
　
３
、
２
０
１
万
円

③
関
越
自
動
車
道
に
架
か
る
橋
の

耐
震
補
強
工
事
を
行
い
ま
す

１
、
４
０
２
万
９
千
円

７
、
１
５
４
万
３
千
円

（
▲
10．

９
％
）

村
議
会
の
運
営
経
費
や
議
員
報

酬
な
ど
に
使
い
ま
す
。

９
３
５
万
６
千
円

（
▲
１
・
８
％
）

降
雨
や
土
砂
災
害
等
に
よ
る
道

路
復
旧
な
ど
に
使
い
ま
す
。

農
林
水
産
業
費

民
生
費

総
務
費

公
債
費

教
育
費

衛
生
費

消
防
費

土
木
費

議
会
費

災
害
復
旧
費

平成17年度予算

こんな
事業を

実施し
ます

歳

出
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□
永
　
井
　
藤
　
井
　
貞
　
充

□
入
　
原

高
　
橋
　
英
　
吉

□
川
　
額

竹
之
内
　
行
　
雄

□
鎌
　
沢

綿
　
貫
　
喜
一
郎

□
森
下
上

角
　
田
　
信
　
明

□
森
下
中

堤
　
　
　
康
　
泰

□
森
下
下

河
原
畑
　
　
　
強

□
入
　
沢

前
　
原
　
光
　
一

□
橡
久
保

兵
　
藤
　
好
　
宏

□
吹
　
張

豊
　
野
　
耕
　
司

□
　
宿
　

林
　
　
　
精
一
郎

□
中
　
宿

角
　
田
　
康
　
夫

□
中
内
出

酒
　
井
　
智
　
代

□
常
　
木

高
　
橋
　
　
　
学

□
滝
　
寺

後
　
藤
　
寅
　
雄

□
南
内
出

石
　
井
　
隆
　
志

□
上
内
出

荒
　
木
　
和
　
夫

□
田
　
岸

横
　
坂
　
栄
　
一

□
大
　
堀

横
　
坂
　
　
　
明

□
滝
久
保

林
　
　
　
宜
　
男

□
池
　
原

林
　
　
　
宏
　
充

□
生
　
越

梶
　
山
　
　
　
通

□
中
野
下

石
　
井
　
　
　
清

□
中
野
上

片
　
柳
　
悦
　
夫

□
長
者
久
保

佐
　
藤
　
忠
　
義

□
大
河
原

原
　
　
　
　
　
昇

□
追
　
分

生
　
方
　
一
ノ
助

□
赤
　
谷

須
　
藤
　
貴
　
一

□
赤
城
原

澤
　
浦
　
廣
　
治

□

保
　
坂
　
均
　
一

□

津
久
井
　
仲
　
次

区
　
長

平
成
17
年
度
ス
タ
ー
ト

隊
　
長

加
藤
　
和
美（
中
　
宿
）

副
隊
長

竹
内
　
昭
彦（
藤
　
井
）

班
　
長

関
上
　
　
毅（
森
下
下
）

〃
　

小
林
孝
一
郎（

）

隊
　
員

堤
　
錦
之
輔（
入
原
下
）

〃
　

竹
澤
　
光
男（
滝
久
保
）

〃
　

熊
谷
　
　
誠（
生
　
越
）

〃
　

藤
井
　
正
浩（
吹
　
張
）

〃
　

金
井
　
作
男（
赤
　
谷
）

〃
　

林
　
　
　
香（

）

〃
　

萩
原
　
友
美（
田
　
岸
）

〃
　

諸
田
千
登
勢（
永
井
上
）

交
通
指
導
隊

松
ノ
木
平

第
　
　
一

松
ノ
木
平

第
　
　
二

17
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
ペ
ー
ジ

で
は
、
新
し
い
区
長
さ
ん
や
消
防
団
・
交
通
指
導

隊
の
皆
さ
ん
、
教
職
員
・
役
場
職
員
人
事
異
動
を

紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

新
役
員
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

隊　　長

加藤和美さん

松
ノ
木
平

第
　
　
二

橡
久
保

北
　
部

団
　
　
　
長

倉
　
澤
　
憲
　
治

副
　
団
　
長

林
　
　
　
公
　
男

〃
　
　

澤
　
浦
　
範
　
行

ラ
ッ
パ
長

小
　
野
　
　
　
誠

第
１
分
団
長

加
　
藤
　
拓
　
也

第
２
　
〃
　

川
　
端
　
政
　
史

第
３
　
〃
　

竹
之
内
　
康
　
之

第
４
　
〃
　

堤
　
　
　
道
　
明

第
５
　
〃
　

藤
　
井
　
　
　
勉

第
６
　
〃
　

角
　
田
　
　
　
徹

第
７
　
〃
　

萩
　
原
　
正
　
人

第
８
　
〃
　

鈴
　
木
　
伸
　
一

第
９
　
〃
　

吉
　
野
　
睦
　
弘

第
10

〃
　

星
　
野
　
正
　
志

消
防
団

団　　長

倉澤憲治さん
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□東小学校

校　　長　　飯　塚　忠　男（藤原中）

教　　諭　　福　田　憲　子（多那小）

教　　諭　　吉　野　幸　恵（古馬牧小）

養護教諭　　松　井　純　子（池田小）

□南小学校

教　　諭　　大河原　陽　子（白沢小）

教　　諭　　石　原　一　郎（片品南小）

教　　諭　　羽　鳥　久美子（沼田小）

□大河原小学校

補佐事務長　角　田　　　実（川場小）

□昭和中学校

教　　頭　　堤　　　義　樹（片品北小）

教　　諭　　�　田　景　子（地公臨）

池 田 中　　田　中　道　明（東　小）

利南東小　　原　澤　登実子（ 〃　）

水 上 小　　高　山　徳　生（ 〃　）

地 公 臨　　樋　口　礼　子（ 〃　）

水 上 小　　武　井　美　枝（ 〃　）

猿ヶ京小　　河　合　市　郎（南　小）

赤城･南雲小 林　　　和　泉（ 〃　）

地 公 臨　　植　木　みどり（ 〃　）

平 川 小　　角　田　　　康（大河原小）

池 田 小　　倉　澤　由　之（昭和中）

月夜野中　　吉　野　康　弘（ 〃　）

地公 臨　　深　津　美　帆（ 〃　）

南　　小　　河　合　美　香（昭和中）

大河原小　　星　野　律　子（南　小）

総括事務長 花　茂　きみ江（大河原小）

教　　諭　　若　山　恵　子（昭和中）

転　　　入
( )内は前任校

教　職　員

転　　　出

転　　　補　

退　　　職　

議
会
事
務
局

▼
主
任
　
琴
寄
美
里
（
出
納
室
）

総
務
課

▼
主
任
（
課
付
群
馬
県
派
遣
）
小

林
勉
（
建
設
課
）、
▼
主
事
　
金

井
義
徳
（
税
務
課
）

税
務
課

▼
主
任
　
大
久
保
真
志
（
教
育
委

員
会
事
務
局
）、
▼
主
任
　
金
子

千
恵
（
議
会
事
務
局
）、
▼
主
任

倉
澤
義
満
（
昇
任
）

出
納
室

▼
主
任
　
鈴
木
嘉
代
子（
税
務
課
）

保
健
福
祉
課

▼
主
任
　
小
野
一
志
（
総
務
課
付

群
馬
県
派
遣
）

産
業
課

▼
主
任
　
諸
田
恵
一
（
保
健
福
祉

課
）、
▼
主
事
　
倉
沢
圭
亮
（
昇

任
）
、
▼
主
任
技
手
　
重
田
廣

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

建
設
課

▼
主
事
　
金
子
徹
（
総
務
課
）

教
育
委
員
会
事
務
局

▼
主
任
　
角
田
国
夫
（
昇
任
）、

▼
主
任
　
林
重
則
（
産
業
課
・
昇

任
）、
▼
特
別
派
遣
社
会
教
育
主

事
（
県
か
ら
の
派
遣
）
入
澤
浩
史

第
一
保
育
園

▼
園
長
　
新
木
邦
江
（
第
二
保
育

園
）、
▼
主
任
保
育
士
　
小
林
美

恵
子
（
第
二
保
育
園
）

第
二
保
育
園

▼
園
長
　
飯
塚
好
見
（
第
一
保
育

園
）、
▼
主
任
保
育
士
　
和
南
城

き
よ
子
（
第
一
保
育
園
）

退
職
者

▼
調
理
師
　
新
木
ふ
み
（
第
二
保

育
園
）、
▼
県
か
ら
の
派
遣
期
間

満
了
　
平
山
一
彦

役
場
職
員

昭
和
駐
在
所小林秀樹警部補

３
月
25
日
付
で
、
昭
和
駐

在
所
長
に
小
林
秀
樹
警
部

補
が
就
任
し
ま
し
た
。

第16回日本ロマンチ
ック街道ステッカーラリ
ーが催されます。
このラリーは、日本ロ

マンチック街道協会に加
盟する21市町村のステ
ッカーを期間内に集める
もの。特賞は「ドイツロ
マンチック街道の旅ご招
待」（２名１組）です。

昭和村のステッカー

ステッカーラリーが
４月29日からスタートY
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３
月
24
日
、
村
内
の
小
学
校
で
卒
業
証
書
授

与
式
が
、
28
日
に
は
保
育
園
で
卒
園
式
が
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

南
小
学
校
で
は
�
橋
芳
夫
校
長
が
「
皆
さ
ん

に
２
つ
の
言
葉
を
贈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
１

つ
は
、
常
に
目
的
意
識
を
持
っ
て
努
力
し
て
ほ

し
い
。
も
う
１
つ
は
、
思
い
や
り
や
感
謝
の
気

持
ち
を
持
っ
て
行
動
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
６
年
間
南
小
学
校
で
学
ん
だ
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
。

ま
た
、
保
育
園
の
卒
園
式
で
は
、
ど
の
子
供

も
し
っ
か
り
と
ご
あ
い
さ
つ
。
数
年
間
の
保
育

園
生
活
で
成
長
し
た
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

卒
業
生
は
東
小
が
23
人
、
南
小
が
38
人
、
大

河
原
小
が
15
人
、
卒
園
生
は
第
一
保
が
17
人
、

第
二
保
が
11
人
、
子
育
保
が
21
人
で
し
た
。

３
月
22
日
、
村
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
昭

和
村
福
祉
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
福
祉
功
労
者
に
感
謝
す
る
こ

と
と
、
社
会
福
祉
の
重
要
性
の
再
認
識
を
目
的

に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

今
回
は
、
受
賞
者
や
関
係
者
ら
２
０
０
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
介
護
や
児
童
・
青
少
年
の
健
全

育
成
等
に
貢
献
し
た
功
労
者
や
団
体
な
ど
17

人
、
３
団
体
が
壇
上
で
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
加
藤
潤
さ
ん
（
昭
和
中
２
年
）
が

作
文
を
発
表
。
こ
の
作
文
は
群
馬
県
小
中
学
生

ふ
く
し
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選

し
た
も
の
で
す
。
潤
さ
ん
は
「
二
つ
の
出
会
い

か
ら
考
え
た
福
祉
」
と
題
し
て
福
祉
に
関
す
る

思
い
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

小
学
校
・
保
育
園
で
125
人
が
巣
立
ち

卒業証書を授与

福
祉
大
会
で
功
労
者
27
人
を
表
彰

３
月
〜
４
月

介護功労者を代表して表彰を受ける小林のぶ子さん

みんなに見送られて卒園作文を読む加藤潤さん

唐
澤
み
つ
さ
ん
が

100
歳
の
誕
生
日

３
月
５
日
、
常
木
に
お
住
ま

い
の
唐
澤
み
つ
さ
ん
が
100
歳

を
迎
え
ら
れ
、
加
藤
村
長
、
澤

浦
議
長
ら
が
お
宅
を
訪
れ
、
記

念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

み
つ
さ
ん
は
「
85
歳
ま
で
医

者
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ど
く
だ
み
を
煎

じ
た
も
の
を
30
年
間
ず
っ
と
飲

み
続
け
て
き
た
の
が
よ
か
っ
た

ん
で
す
か
ね
」
と
健
康
の
秘
訣

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

16
年
度
に
は
小
林
て
る
さ
ん

と
唐
澤
み
つ
さ
ん
の
お
２
人
が

100
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

100歳おめでとうございます



7

高
砂
大
学
・
ひ
ま
わ
り
大
学
合
同
閉
講
式
が

３
月
27
日
、
村
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

最
後
の
講
座
と
な
っ
た
こ
の
日
の
内
容
は
、

昭
和
村
春
休
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
の

演
奏
の
鑑
賞
。

参
加
し
た
50
人
は
、
１
時
間
の
マ
リ
ン
バ
と

ピ
ア
ノ
の
す
ば
ら
し
い
演
奏
に
静
か
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

演
奏
後
は
、
式
典
が
行
わ
れ
、
各
大
学
の
代

表
者
に
修
了
書
を
授
与
。
高
砂
大
学
は
新
木
鶴

吉
さ
ん
（
吹
張
）、
ひ
ま
わ
り
大
学
は
小
笠
原

紀
代
美
さ
ん
（
鎌
沢
）
が
代
表
し
て
受
け
取
り

ま
し
た
。

16
年
度
の
修
了
生
は
、
高
砂
大
学
が
28
人
、

ひ
ま
わ
り
大
学
が
22
人
で
し
た
。

高
砂
・
ひ
ま
わ
り
大
学
が
閉
講
式

記念にみんなでパチリ

「
第
12
回
よ
い
歯
の
子
と
育
て
た
家
族
の
表

彰
式
」
が
３
月
31
日
、
村
公
民
館
多
目
的
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
席
し
た
の
は
、
受
賞
者
と
そ
の
関
係
者
ら

お
よ
そ
70
人
。

今
年
度
受
賞
し
た
の
は
、
16
年
度
の
３
歳
児

健
診
で
む
し
歯
の
な
か
っ
た
子
と
そ
の
家
族
27

組
で
す
。

式
で
は
、
受
賞
し
た
子
供
と
そ
の
家
族
の
名

前
が
そ
れ
ぞ
れ
呼
ば
れ
、
壇
上
で
代
表
の
太
田

三
枝
子
さ
ん
・
薫
く
ん
親
子
に
表
彰
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
し
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。受

賞
し
た
子
供
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
（
敬
称

略
）。

受
賞
者
…
太
田
薫
、
阿
部
健
世
、
木
村
美
月
、

横
坂
汐
音
、
若
桑
将
祈
、
渡
辺
亜
美
、
石
井
柊

也
、
小
菅
茉
那
歩
、
関
上
優
菜
、
後
藤
正
樹
、

後
藤
照
葉
、
諸
田
健
太
朗
、
竹
内
大
和
、
兵
藤

風
花
、
青
木
郁
乃
、
加
藤
悠
理
、
山
田
英
直
、

八
木
美
音
、
川
端
愛
生
、
高
橋
歩
夢
、
保
坂
駿

介
、
加
藤
愛
理
、
飯
塚
樹
、
諸
田
凱
、
高
橋
咲

笑
、
涌
井
優
太
、
堤
雄
樹
。

よ
い
歯
の
子
と
家
族
27
組
を
表
彰

修了証を受けとるひまわり大学の小笠原さん

高砂大学の新木さん

３
月
25
日
、
役
場
で
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
の
引
き
渡
し
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

倉
澤
消
防
団
長
は
じ
め
40
人

の
団
員
た
ち
が
出
席
す
る
中
、

神
事
が
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

式
の
後
、
第
１
分
団
、
第
２

分
団
に
新
し
い
消
防
ポ
ン
プ
車

が
渡
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詰
所

に
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

両
分
団
の
ポ
ン
プ
車
は
、
老

朽
化
が
激
し
く
、
性
能
も
低
下

し
て
い
ま
し
た
。
各
分
団
の
消

防
力
の
強
化
・
拡
充
を
図
る
た

め
、
今
回
の
購
入
と
な
り
ま
し

た
。

第
１
・
第
２
分
団
に

消
防
車
を
納
車分団長に鍵を贈呈



新婚さん、金婚を迎えたご
夫妻の登場者を募集していま
す。自薦・他薦は問いません。
皆さんどしどしご応募くださ
い。【問い合わせ】役場企画
課広報統計係1２４－５１１
１（内線３２）

8

いきいきサークル

昭和サッカー
スポーツ少年団

代表／戸田　浩一 昭和村スポーツ少年団所属のサッカーチーム。１

年生から６年生までのメンバー20人で、毎週水曜

日（午後７時～９時）と土曜日（午後５時～７時）

に練習をしています。場所は、４月～11月までは

昭和中グランドで、12月～３月までは社会体育館

（水曜）と多目的屋内運動場（土曜）です。

団では、いつでも団員を募集しています。小学生

でサッカーに興味のある子は、いつでも見に来てく

ださい。見学は自由です。楽しく走り回って、ボー

ルを追いかけましょう。入団希望者は、戸田宅

124－7571までご連絡を。

「みんなで楽しく
ボールを追いかけよう」

35

「
子
育
て
や
生
活
で
、
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し

た
」
と
昔
を
振
り
返
る
茂
男

さ
ん
と
弘
子
さ
ん
。

お
２
人
は
昭
和
村
出
身
で

す
が
、
平
成
11
年
ま
で
東
京

暮
ら
し
。
村
に
帰
っ
て
き
て

か
ら
ま
だ
６
年
だ
そ
う
で

す
。
弘
子
さ
ん
は
「
生
ま
れ

故
郷
だ
し
、
帰
っ
て
き
て
良

か
っ
た
で
す
。
温
泉
も
多
い

し
、
年
を
と
る
と
や
っ
ぱ
り

田
舎
が
い
い
と
感
じ
ま
す

ね
。
ず
っ
と
村
を
離
れ
て
い

た
の
に
、
近
所
の
人
た
ち
が

す
ぐ
に
老
人
会
に
誘
っ
て
く

れ
た
の
が
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
」
と
ニ
ッ
コ
リ

そ
ん
な
ご
夫
妻
は
現
在
、

２
人
暮
ら
し
で
す
が
「
東
京

か
ら
子
供
や
孫
が
ち
ょ
く
ち

ょ
く
遊
び
に
来
る
ん
で
す
。

時
期
に
は
庭
で
芋
掘
り
な
ど

を
さ
せ
る
の
で
、
と
て
も
喜

び
ま
す
よ
」
と
茂
男
さ
ん
。

ま
た
、
趣
味
も
カ
ラ
オ
ケ

に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
輪
投
げ

と
多
彩
。
ど
れ
も
、
お
２
人

で
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
る
よ

う
で
す
。
夫
婦
円
満
の
秘
訣

に
つ
い
て
は
「
ケ
ン
カ
が
ス

ト
レ
ス
解
消
に
な
り
ま
す

よ
」
と
一
言
。

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
は
、

「
ず
っ
と
こ
の
ペ
ー
ス
で
や

っ
て
い
け
れ
ば
」
と
茂
男
さ

ん
。
弘
子
さ
ん
は
「
み
ん
な

と
出
来
る
こ
と
を
ず
っ
と
や

っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

和南城　茂　男さん (75歳)
弘　子さん (71歳)

・吹張

「
昭
和
村
は
ホ
ン
ト
に
い
い
所
」 （昭和30年４月14日入籍）



私
が
高
校
を
卒
業
し
、
会
社
で
働
き
だ
し
て
か
ら
今
年
で
早
６
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
６
年
間
の
間
に
は
、
高
校
生
の
時
に
は
、
想
像
も
つ
か
な
い
ぐ
ら
い
に

た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
今
、
自
分
が
一
番
好
き
な
『
車
』
の
趣
味
で
出
会
っ
た
友
達
は
、

何
か
特
別
な
存
在
で
す
。

車
仲
間
の
間
に
は
、
先
輩
、
後
輩
の
壁
と
い
う
も
の
は
な
く
、
い
つ
で
も
気

兼
ね
な
く
話
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
出
来
る
よ
う
な
友
達
で
す
。

最
近
は
、
仕
事
な
ど
が
だ
ん
だ
ん
忙
し
く
な
っ
て
き
て
、
車
仲
間
達
と
も
会

う
機
会
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
け
ど
、
み
ん
な
と
は
、「
一
生
の
友
達
」

と
呼
べ
る
仲
で
い
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

『
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
な
Z
』

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

次
回
の
登
場
者
は
、
都
丸
慶
博
さ
ん
（
21
歳
・
赤
城
原
第
二
）
で
す
。

友
　
　
達

廣田和人さん(鎌沢・24歳)
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・
「
ち
っ
ち
ゃ
な
こ
て
ん
」
を

毎
月
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

カ
ラ
ー
に
な
り
、
園
児
の
表

情
・
作
品
が
生
き
生
き
し
て
見

え
ま
す
。

・
他
の
小
学
校
の
何
か
特
集
み

た
い
な
こ
と
を
の
せ
て
く
れ
る

と
お
も
し
ろ
い
。

・
毎
月
見
て
い
ま
す
。
昭
和
村

の
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

・
村
に
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
か
つ
や
く
を
見
た
い
で
す
。

みなさんからの
お便りを

お待ちしてます。



３月12日、第23回村民芸能祭が村公民館多目的ホール

で行われました。

参加したのは、村文化協会（諸田義幸会長）に所属する

団体を主とした30団体、およそ300人。

会場は、例年どおり300席が

満席。立ち見が出るほどの盛況

ぶりでした。

今回のプログラムは舞踊やダ

ンス、詩吟、民謡など全部で

52演目。参加者たちは日ごろ

の練習の成果を発揮し、見事な

演技を披露していました。

300人の観客を魅了

村内で、岩と落石防護ネッ

トに挟まれたニホンカモシカ

が発見されました。カモシカ

はケガもなく、村猟友会（高

橋文吉支部長　会員36人）の

会員たちの手により、無事に

解放されました。

ニホンカモシカは、文化財

保護法に基づく特別天然記念

物です。もし、動くことが出

来ないカモシカを発見した場

合は、村教育委員会事務局

（124－5120）までご連絡く

ださい。

カモシカ救出作戦決行

きれいにそろったフォークダンス

３月27日、村社会体育館で

第２回３ｏｎ３バスケットボー

ル大会が行われました。

参加したのは、村内の８チー

ム。コート内を所狭しと駆け回

り、熱戦を展開していました。

成績　優勝 赤い彗星、２位

ギャングスターＡ、３位 ギャ

ングスターＢ

３on３バスケット
ボール大会を開催

ゴール下での競り合い

無事、救出されました

1 0

トリを飾る諸田美祢さん
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２月25日、星夜の森学舎で大河原

小学校の６年生15人が体験学習をし

ました。

児童たちは、楮（こうぞ）の木にケ

ナフを混ぜて紙づくりを体験。賞状大

の紙と名刺大の紙をそれぞれ数枚作成

しました。作業は想像より重労働だっ

たようで、子供たちは汗を流しながら

作業をしていました。

３月５日、昭和南小学校パソコン教室で『パソコンで３

Ｄ写真を作ろう』を学習題材とした、おもしろ科学教室が

行われました。

教室には、村内外の小学生27人が参加しました。参加

者たちは、それぞれに持ってきた人形などをデジタルカメ

ラで撮影。その後、自分たちで写真を加工し、見事な３Ｄ

写真を完成させました。

パソコンで3D写真づくり紙すき体験をしました

何が見えるかな

思ったより重いんです

３月27日、村公民館多目的ホールでファミリーコンサ

ートが開催されました。

この日は～マリンバとピアノのリズミカルな演奏会～と

題して、クラッシックや童謡、ポップスなど９曲が演奏さ

れました。演奏された曲は、どれも普段からよく耳にする

曲ばかり。会場を訪れた約160人の観客は、マリンバとピ

アノが奏でる澄んだ音色に聴き入っていました。

ファミリーコンサートを開催

息のあった見事な演奏を披露
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皆さんのご要望にお応えして、昭和の森ゴルフ場

で乗用カートが利用できるようになりました。

４月４日に、２人用乗用カート20台が納車。５

日から利用出来るようになりました。

ぜひ、ご利用ください。もちろん、今までどおり

電動カートもご利用いただけます。

■利用料金 １台１,５００円

※通常料金に追加させていただきます。

※平日は、１組で２台利用することも出来ます。

（料金は２台分必要です）

■問い合わせ 昭和の森ゴルフ場1２４－７１７２

昭和の森ゴルフ場で
乗用カートが利用できます

５
月
17
日
（
火
）、
昭
和
村
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
行
政
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

道
路
・
河
川
の
整
備
、
登
記
・

農
地
転
用
・
年
金
な
ど
、
国
や
特

殊
法
人
が
行
う
業
務
に
、
苦
情
や

意
見
・
要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
は
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
有
識
者
で
す
。
皆

さ
ん
か
ら
の
意
見
を
受
け
付
け
、

問
題
解
決
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
５
月
16
日
（
月
）
〜
22

日
（
日
）
は
春
の
行
政
相
談
強
調

週
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

な
お
相
談
日
以
外
で
も
、
口
頭

や
電
話
、
手
紙
な
ど
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

■
時
間

午
後
１
時
か
ら
４
時

■
行
政
相
談
員

加
藤
　
武
（
森

下
808
）、
1
２
４
―
６
８
３
９

■
問
い
合
わ
せ

役
場
総
務
課

昭
和
南
地
区
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
（
橡
久
保
の
一
部
、
森
下
、

川
額
の
一
部
）
に
、
大
量
の
固
形

物
が
流
入
し
ま
し
た
。
固
形
物
は

１
㎝
角
の
ス
ポ
ン
ジ
状
の
物
で
、

毎
日
村
指
定
の
ゴ
ミ
袋
（
大
）
１

袋
分
が
流
入
。
現
在
も
続
い
て
い

ま
す
。生
活
排
水
以
外
の
流
入
は
、

管
の
詰
ま
り
、
機
械
の
故
障
の
原

因
に
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

農
業
集
落
排
水
事
業
の
毎
月
の

使
用
料
は
、
村
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
人
数

を
も
と
に
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
就
学
や
単
身
赴
任
な
ど

で
、
実
際
村
に
住
ん
で
い
な
い
場

合
も
人
数
に
数
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
実
際
に
住
ん
で
い
な
い

人
を
対
象
に
、
使
用
料
の
減
免
を

行
っ
て
い
ま
す
。

減
免
の
手
続
き
を
希
望
す
る
人

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ぐ
ん
ま
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
は
、

昨
年
度
で
終
了
す
る
予
定
で
し
た

が
、
今
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。
主
な
変
更
点
や
特
徴
は
次

の
と
お
り
で
す
。

①
助
成
金
が
変
更
に
な
り
ま
す

・
10
人
以
上
の
団
体
に
つ
い
て
２

万
円
以
内
。

②
助
成
の
対
象
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
保
険
料
か
資
材
購
入
費
で
す

・
昨
年
度
ま
で
の
よ
う
に
〝
昼
食

代
〞
や
〝
団
体
運
営
費
〞
等
に
は

使
う
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

③
申
請
は
指
定
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

・
昨
年
度
ま
で
は
村
に
提
出
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ
り
提
出

先
が
変
わ
り
ま
す
。

■
締
切

５
月
31
日
（
火
）

詳
し
く
は
、役
場
建
設
課
ま
で
。

５
月
17
日(

火)

に

行
政
相
談
所
を
開
設

総
務
課
　
内
線
14

ぐ
ん
ま
ク
リ
ー
ン
大
作

戦
活
動
団
体
を
募
集
中

建
設
課
　
内
線
35

住
ん
で
い
な
い
場
合
は

下
水
道
使
用
料
を
減
免

建
設
課
　
内
線
38

下
水
に
は
ゴ
ミ
を

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

建
設
課
　
内
線
38



平
成
16
年
度
分
の
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
。

平
成
17
年
２
月
分
の
保
険
料
の

納
付
期
限
は
平
成
17
年
３
月
31

日
、
平
成
17
年
３
月
分
の
保
険
料

の
納
付
期
限
は
17
年
５
月
２
日
で

す
。納

め
る
の
を
忘
れ
て
そ
の
ま
ま

に
す
る
と
、
将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
減
額
さ
れ
た
り
、
万
が
一
障

害
者
と
な
っ
た
と
き
の
障
害
年
金

や
、
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ

た
と
き
の
遺
族
年
金
を
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
早
め

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

17
年
度
の
納
付
期
限
は
次
の
と

お
り
で
す
。

４
月
分
　
　
17
年
５
月
31
日（
火
）

５
月
分
　
　
　
　
６
月
30
日（
木
）

６
月
分
　
　
　
　
８
月
１
日（
月
）

７
月
分
　
　
　
　
８
月
31
日（
水
）

８
月
分
　
　
　
　
９
月
30
日（
金
）

９
月
分
　
　
　
　
10
月
31
日（
月
）

10
月
分
　
　
　
　
11
月
30
日（
水
）

11
月
分
　
　
18
年
１
月
４
日（
水
）

12
月
分
　
　
　
　
１
月
31
日（
火
）

１
月
分
　
　
　
　
２
月
28
日（
火
）

２
月
分
　
　
　
　
３
月
31
日（
金
）

３
月
分
　
　
　
　
５
月
１
日（
月
）

17
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

１
か
月
１
３
、５
８
０
円
で
す
が
、

４
月
28
日
ま
で
に
１
年
間
分
を
ま

と
め
て
納
め
る
と
（
前
納
）
割
引

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
お
得
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
定
額

１
３
、
５
８
０
円
×
12

月
＝
１
６
２
、
９
６
０
円

■
前
納

１
６
０
、
０
７
０
円

（
割
引
額
２
、
８
９
０
円
）

国
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振
替

で
納
め
る
方
は
、
現
行
の
「
翌
月

末
日
引
き
落
と
し
」か
ら「
当
月
末

日
引
き
落
と
し
」へ
１
か
月
早
め

る
こ
と
に
よ
り
、
１
か
月
当
た
り

40
円
の
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

希
望
す
る
方
は
、
①
預
貯
金
通

帳
②
預
貯
金
通
帳
届
出
印
③
国
民

年
金
保
険
料
を
持
参
の
う
え
、
金

融
機
関
・
郵
便
局
ま
た
は
社
会
保

険
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

1 3

■もんだい
平成17年度当初予算が３月議会で承認

されました。今年も１年間がんばってい
きたいですね。
では、問題です。一般会計予算は？？

億1,500万円でしょうか？

s村に住んでいる人・勤めている人ならどなた
でも応募できます。s賞品＝正解者の中から抽選
で図書券500円分を差し上げます。s締め切り＝
５月２日(月)。s発表＝５月号「広報しょうわ」。
s答えは必ずハガキに書き、下記要領で応募して
ください。

u３月号のクイズの答えは、「夢と思い出」
でした。応募総数は11通。当選者は次のと
おりです(敬称略)。おめでとうございます。

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

は
や
傘
寿
な
れ
ば
残
り
し
歳
月
を

す
ば
ら
し
き
歌
な
ど
詠
み
て
生
き

た
し
　
　
　

新
木
　
武
治

農
の
小
屋
も
小
さ
き
墓
石
も
雪
に

埋
み
人
影
も
な
き
関
が
原
行
く
か

今
井
恭
三
郎

拒
食
症
と
ふ
病
ひ
に
克
ち
て
朝
を

歩
む
わ
が
背
に
温
し
三
月
の
陽
は
　
　

星
野
　
利
子

家
族
み
な
の
健
康
が
せ
め
て
も
の

救
い
だ
と
夫
の
解
雇
を
告
げ
き
し

吾
娘
は
　
　

根
岸
　
和
子

雪
解
け
を
待
ち
き
れ
ぬ
が
に
福

寿
草
の
蕾
の
い
で
し
を
孫
と
見

つ
け
ぬ

阿
部
ト
シ
子

同
郷
を
語
り
つ
つ
ベ
ッ
ド
に
介

護
士
の
髭
剃
り
に
合
せ
頬
膨
ら

ま
す
老

角
田
　
静
恵

祖
母
の
葬
儀
済
ま
せ
来
た
り
し

孫
達
は
雛
無
き
部
屋
に
寄
り
て

黙
し
ぬ

小
林
　
文
吉

従
兄
逝
き
葬
の
う
か
ら
ら
お
ほ
か

た
は
腰
の
曲
り
て
足
曳
き
て
を
り

堤
　
あ
さ
江

◆
◆
◆

広
報

文
芸
◆
◆
◆

短
　
歌

俳
　
句

開
拓
に
生
き
抜
き
年
の
豆
拾
う

林
　
　
町
子

老
妻
の
日
課
の
治
療
春
立
て
り

坂
田
　
保
男

日
溜
り
に
小
さ
き
春
を
見
つ
け

た
り

大
河
原
一
郎

山
里
や
氷
雨
を
受
け
て
冬
櫻

小
林
　
仁
作

春
は
名
の
木
々
の
動
き
や
風
の
色

梅
沢
　
ま
つ

今
日
の
糧
足
る
や
足
ら
ず
や
寒
雀

須
藤
　
澄
子

一
病
癒
へ
声
高
々
と
福
は
内

新
木
　
武
治

春
立
ち
ぬ
気
配
に
峽
の
日
の
澄

め
り

狩
野
　
亀
男

★ 狩　野　聖　美 (15 歳 )
★ 堤　　　大　河 ( ５ 歳 )
★ 古　市　なつき ( ６ 歳 )
★ 横　坂　　　篤 (12 歳 )
★ 真　下　亜　美 ( 9 歳 )

永 井 下
入 原 下
森 下 下
田 岸
森 下 下

応募規定

平
成
16
年
度
の
納
付
書
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
は

納
付
期
限
ま
で
に
収
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料
は

前
納
制
度
が
お
得
で
す

口
座
振
替
早
収
割
引
制
度
が

４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す



▼
試
験
日

６
月
26
日
（
日
）

▼
試
験
の
種
類

甲
種
、
乙
種
、

丙
種

▼
会
場

渋
川
工
業
高
等
学
校
、

前
橋
工
業
高
等
学
校
他

▼
受
験
料

甲
種
５
、
０
０
０
円
、

乙
種
３
、
４
０
０
円
、
丙
種
２
、

７
０
０
円

▼
願
書
受
付
期
間

５
月
９
日

（
月
）
〜
18
日
（
水
）

▼
願
書
配
布
・
受
付
場
所

中
央

消
防
署

▼
そ
の
他

受
験
希
望
者
は
６
月

８
日
（
火
）
の
準
備
講
習
会
を
受

講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望

者
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

中
央
消
防
署
1

２
４
―
１
７
３
４

皆
さ
ん
が
納
め
た
自
動
車
税

は
、
快
適
で
安
心
で
き
る
良
好
な

地
域
づ
く
り
の
た
め
、
道
路
や
公

園
な
ど
の
公
共
施
設
の
建
設
や
、

健
康
で
人
間
性
豊
か
な
子
供
た
ち

の
育
成
の
場
所
で
あ
る
学
校
の
整

備
、
ま
た
、
皆
さ
ん
の
健
康
福
祉

の
た
め
の
施
策
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

な
お
、
自
動
車
税
の
納
税
は
安

全
・
便
利
・
確
実
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

沼
田
県
税
事
務

1 4

おまわりさんからのお知らせ

雑踏事故に気をつけましょう
春の行楽期には、各地で催し

物が多彩に行われ、行楽客等に
よる多数の人手が予想されます。
混雑する場所では、思わぬ事

故や迷子、落とし物、スリ被害
等の発生が予想されますので、
一人ひとりが次のことに十分注
意しましょう。

○活動しやすい服装と履き物で
出かけましょう

○必要以上のお金や貴重品は持
たないようにしましょう

○警察官や整理誘導員の指示に
従って行動しましょう

○小さな子供やお年寄りには周
囲が気を配りましょう

義　経
ハイキングガイド

〃

４月16日(土)
５月７日(土)

21日(土)

期　　日 特　集

第１・３土曜日は
公民館図書室へ

■時間 午前10時～午後２時

■小学生向けの特集
干支の動物が登場する物語

や絵本のコーナーです。
４月　いじめっ子がいっぱい
５月　泣き虫がいっぱい
■問い合わせ 村教育委員会
事務局1２４－５１２０

県
で
は
、
直
接
県
民
の
皆
さ
ん

と
接
す
る
第
一
線
の
現
場
で
あ
る

地
域
機
関
の
機
能
を
維
持
・
強
化

し
て
、
よ
り
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
こ
れ
ま
で
の
縦
割
り
組
織
を

再
編
し
て
県
内
５
地
域
に
「
県
民

局
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

県
民
局
で
は
「
地
域
に
あ
っ
た

総
合
的
な
行
政
」、「
地
域
で
完
結

で
き
る
行
政
」、「
広
域
的
な
観
点

か
ら
の
行
政
」
を
実
施
し
ま
す
。

新
た
に
担
当
す
る
主
な
業
務

①
沼
田
行
政
事
務
所

・
制
度
融
資
（
商
工
業
関
係
）
の

事
業
計
画
承
認
事
務

・
旅
行
業
者
の
登
録
及
び
指
導

・
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
給
（
平
成
17

年
６
月
窓
口
開
設
予
定
）

・
商
工
会
業
務（
小
規
模
補
助
金
、

商
工
会
指
導
・
相
談)

②
沼
田
保
健
福
祉
事
務
所

・
児
童
相
談
窓
口
を
設
置

・
温
泉
の
利
用
（
浴
用
・
飲
用
）

許
可
事
務

③
利
根
環
境
森
林
事
務
所

・
産
業
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
業
の

許
可
事
務

・
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸

付
の
貸
付
資
格
認
定

④
沼
田
土
木
事
務
所

・
河
川
占
用
許
可
等

・
す
べ
て
の
建
築
確
認
を
処
理

・
開
発
行
為
の
許
可
権
限
拡
充

（
審
査
会
付
議
案
件
を
除
き
１
万

㎡
未
満
の
案
件
処
理
）

▼
所
在
地

沼
田
市
薄
根
町
４
４

１
２

▼
問
い
合
わ
せ

沼
田
行
政
事
務

所
1
２
２
―
４
３
３
８

ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
な
ど
の
危
険

物
を
一
定
量
以
上
貯
蔵
し
た
り
、

取
り
扱
う
許
可
施
設
で
は
、「
危

険
物
取
扱
者
免
状
取
得
者
」
の
資

格
が
必
要
で
す
。

くらしの
情　報
広く村民の皆さんに呼びか
けたいことがありまし
たら、このページを
ご利用ください。

「
利
根
沼
田
県
民
局
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

◆
沼
田
行
政
事
務
所

▼
お
知
ら
せ

危
険
物
取
扱
者
試
験

を
実
施
し
ま
す

◆
中
央
消
防
署

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
で
す

◆
沼
田
県
税
事
務
所



所
1
２
２
―
４
３
３
６
ま
た
は
県

自
動
車
税
事
務
所
1
０
２
７
―
２

６
３
―
４
３
４
３

※
沼
田
行
政
事
務
所
県
税
部
は
沼

田
県
税
事
務
所
に
な
り
ま
し
た
。

群
馬
県
内
の
医
療
連
携
を
進
め

る
た
め
医
療
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
取
り
組
み
、
17
年
春
に

シ
ス
テ
ム
が
稼
働
す
る
予
定
で

す
。
群
馬
県
内
の
医
療
施
設
の
情

報
を
提
供
し
、
診
療
所
と
病
院
、

病
院
と
病
院
の
円
滑
な
連
携
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
般
の

方
々
に
も
検
索
機
能
を
解
放
し
、

選
択
し
た
地
域
の
中
か
ら
希
望
の

医
療
機
関
を
検
索
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

▼
特
徴

①
医
院
、
病
院
の
色
々

な
診
療
情
報
が
調
べ
ら
れ
ま
す
。

そうだんがいど

家庭内や隣近所のもめごとなど
でお悩みの人は、ご相談ください。
村人権擁護委員が相談に応じま
す。◆日時：５月９日（月）、午
後１時30分～４時、◆会場：役
場会議室。

高血圧や糖尿病などでお悩みの
人は、ご相談ください。役場保健
師が相談を受けます。◆日時：４
月28日（木）、午後１時～４時、
◆場所：村保健センター1２４－
５１４２。

「眠れない」、「イライラして落
ち着かない」など、心に悩みを持
つ人はご相談ください。専門家が
相談に応じます。◆日時：５月６
日（金）、午後１時30分～（事前
に電話予約を）、◆会場：沼田保
健福祉事務所1２３－２１８５。

パートナーからの暴力やさまざ
まな悩みを持っている女性の相談
や支援を行います。◆日時：平日
午前９時～午後８時、土日祝日午
後１時～５時◆相談専用電話1０
２７－２３１－４４８８

国民健康保険税１期、介護保
険料１期は５月２日（月）が納
期です。完納にご協力ください。

今・月・の・納・期

こころの健康相談

女性相談センター

健康相談

特設人権相談所

1 5

□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

吹
　
張
・
田
村
麗れ

い

愛あ

ち
ゃ
ん

さ
ん
の
子
２
月
25
日
生

森
下
下
・
関
上
禎て

い

人と

く
ん

さ
ん
の
子
２
月
24
日
生

滝
久
保
・
唐
木
俊
介

し
ゅ
ん
す
け

く
ん

さ
ん
の
子
３
月
６
日
生

大
河
原
・
角
田
七な

な

海み

ち
ゃ
ん

さ
ん
の
子
３
月
７
日
生

貴
　
司

美
和
子

英
　
彦

直
　
美

勇
　
二

美
　
苗

３
月
届
出
分

う
ぶ
ご
え

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

・
荒
井
賢
三
さ
ん

90
歳
３
月
２
日
没

大
河
原
・
松
井
平
吉
さ
ん

75
歳
３
月
６
日
没

鎌
　
沢
・
�
田
み
つ
さ
ん

82
歳
３
月
８
日
没

三
ツ
谷
・
林
　
茂
木
千
さ
ん

69
歳
３
月
13
日
没

追
　
分
・
柳
井
利
光
さ
ん

80
歳
３
月
28
日
没

■
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

わが村の人口

人　口　　7,907人　　(＋１)
男　　　3,892人　　(－３)
女　　　4,015人　　(＋４)

世帯数　　2,158人　　(＋４)
※（ ）内は前月比

４月１日現在（住基人口）

赤
城
原

第
　
２

を
し
て
い
た
だ
く
時
期
に
な
り
ま

し
た
。

労
働
保
険
は
、
労
働
者
の
業
務

用
の
事
由
、
ま
た
は
通
勤
に
よ
る

負
傷
・
疾
病
な
ど
に
対
し
て
必
要

な
給
付
を
行
う
労
災
保
険
と
、
労

働
者
が
失
業
し
た
と
き
に
一
定
の

給
付
を
行
う
雇
用
保
険
を
総
称
し

た
も
の
で
、
こ
の
申
告
・
納
付
を

怠
り
ま
す
と
保
険
制
度
の
円
滑
な

運
営
に
支
障
を
来
す
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
労
働
者
を
雇
用
し
て
い

る
事
業
主
の
方
で
、
ま
だ
労
働
保

険
の
加
入
手
続
き
を
し
て
い
な
い

場
合
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
お
よ
び
公
共
職
業
安
定
所
で

至
急
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ

群
馬
労
働
局
労

働
保
険
徴
収
室
1
０
２
７
―
２

１
０
―
５
０
０
１

②
医
院
、
病
院
の
場
所
が
地
図
で

分
か
り
ま
す
。

▼
利
用
環
境

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
で
き
る
環
境
（
パ
ソ
コ
ン

・
携
帯
電
話
な
ど
）
が
あ
れ
ば
誰

で
も
利
用
で
き
ま
す
。

▼U
R
L

http://search.gunm
a.m
ed.or

.jp/gen(im
ode)/

※(
)

内
は
携
帯
電
話
向
け
で

す
。

▼
愛
称
の
募
集

シ
ス
テ
ム
の
愛

称
を
募
集
い
た
し
ま
す
。詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
医
師
会

1
０
２
７
―
２
３
１
―
５
３
１
１

本
年
も
労
働
保
険
の
平
成
16
年

度
確
定
保
険
料
と
平
成
17
年
度
概

算
保
険
料
の
申
告
納
付
の
手
続
き

医
療
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム

が
稼
働
し
ま
す

◆
県
医
師
会

労
働
保
険
の
年
度
更
新
は

５
月
20
日
ま
で
で
す

◆
群
馬
労
働
局

義
　
昭

優
　
子




